




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ﾖﾂﾊﾞ ｼｵｶﾞ ﾏｺ、ﾏﾉﾊｸﾞ ｻ漏斗状中赤中個
ワウメ漏斗状中誌
7中・9下1061105
8上－9下9797
8上.9下363G
8上－9下292E
7中－9下262〔
7中－9上1922］
ﾂﾊﾞｼｵｶﾞﾏｺ、ﾏﾉﾊｸﾞｻ漏斗状中赤中位8上－9下1818
ﾐﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳリンドウ漏斗状中紫下位7上－9下1818
ｲﾜｷﾞｷﾖｳキキヨウ漏斗状大紫下位8上－9下131E
ﾍﾞｺ､.ﾅｲﾁｺﾞﾊ、ライ宛伏大赤上位7中－8下1111
ﾐﾔﾏｱｷﾉｷリンソウキク皿状小黄中位7下.9下1111
立山高山域におけるハナバチ相の生態的調査
〃"剛sではそのほとんどの個体がホソバトリカブ
ト花上で，一部がミソガワソウで見られ，この種
はもっぱら漏斗状花を訪花するものと考えられる。
Bq6“"“/αは，13科33種と多くの種を訪花し
たが，特にキク科のタテヤマアザミ，クロトウヒ
レン，ツツジ科のアオノツガザクラ，クロウスゴ、
ミヤマホツツジ，バラ科のチングルマ，ベニバナ
イチゴ，キンポウゲ科のホソバトリカブト，ゴマ
ノハグサ科のヨツバシオガマ，シソ科のミソガワ
ソウ，リンドウ科隻のミヤマリンドウ，キキョウ科
のイワギキョウで多くの訪花が観察された。一方，
開花量は多いにもかかわらずタカネコウゾリナ，
ミヤマキンバイ，ミヤマキンポウケなどには訪花
せず，主に釣鐘状花・漏斗状花・頭状花および大
型の椀状花を訪花し，黄色皿状・椀状花にはほと
んど訪花しないものと思われた。
励血)”γ"αは，励力”""/αと同様キク科のタ
テヤマアザミ，ツツジ科･のアオノツガザクラ，バ
ラ科のチングルマ，イワウメ科のコイワカガミで
多くの訪花が観察されたが，一方，励従α"“/α
の訪花の見られたクロマメノキ，シラタマノキ，
ホソバトリカブト，イワギキョウ，ミヤマリンド
ウへの訪花は観察されず，釣鐘状花や漏斗状花で
も小型・細型の花には訪花しないものと思われる。
また，ハクサンイチゲ，ウラジロタデ，ハクサン
ボウフウ，イワスゲといった開花量は多いにもか
かわらず励旋α"CO/αの訪れない花への訪花が見
られ，特にハクサンポウフウとイワスゲは明らか
に花粉採取が目的であり，ハクサンポウフウでは
ごく短時間の間に1個体が一帯の多数の株の多数
の花を，腹面を擦り付ける様にして訪花した。本
種のハクサンボウフウでの送粉への寄与は小さい
ものではないと思われる。aﾌ"ぬ"s属の訪花性も
まだきめの細かい調査が必要と思われる。
(4)ヒメハナバチ属。コハナバチ属の訪花性
白山（富樫他：1985,1986；富樫：1988b）で
は，L“10割Ossz""属とA"的で"α属の数種がミヤマ
キンポウゲ，ミヤマキンバイなどの椀状花に多く
訪花している。
筆者の今回の調査では，A"〃f"α属で中型の
A"./”加7"caszI""zOﾉ"ぞとAルノ"α"た2"s/s，小型の
A"Aαﾉ”た"内iα"αと“sjO副Ossz""属“”I"7rO/αが
Bﾌﾉ"仇fs属以外では主要な訪花者である。
浄土山では，Aﾉ跡で"α属はA"Jα，加7"“のみ，
L“j0gIOss"加属は“."ﾉﾌ"αﾉ城が極少数見られた
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のみであり，A"的で”属とLasiOgﾉOssz""属のほと
んどは，浄土沢・東一ノ越で得られた。
“J剛かICO/αは，キク科のミヤマアキノキリン
ソウ、ヤマハハコ，バラ科のミヤマキンバイベ
ニバナイチゴ，キンポウゲ科のミヤマキンポウゲ
に多く訪花した。A凡々 α""た0c/"α”は，キク科の
ミヤマアキノキリンソウ，ヤマハハコ，バラ科の
チングルマ，ミヤマキンバイに多く訪花した，
“J"I"CO/αとA".内α""た“"α"αの訪花傾向は共
通性が高く，ハナアブ媒花とされる黄色か白色の
皿状・椀状花に多く訪花するが，一方，A〃
“ﾉﾉ"た“/"α"αは，Lα・ﾉ"z"CO/αの来ないツツジ科
の釣鐘状花に訪花し，Lα〃"，”cOIaは，釦z
内αﾉﾉ"た0c〃α"αの来ないキンポウケ科に来る。ま
た，A凪片α"""C"αﾉzαの出現期はほとんど8月に
限られるのに対し，“.'"f〃/CO/αは7月および9
月に多く，この両種間には訪花時期に差が見られ
る。
A"/”加7"“は，ツツジ科に多く訪花し，A"
"""たg”sはバラ科特にベニバナイチゴに多く訪
花し，両者間にも差がみられるが，この両者の訪
花性についてはより一層の調査が必要である。
まとめ
1.1996年～1998年に富山県東部，立山の高山域にお
いて，ハナバチ相の生態的調査を行なった。その結
果，5科8属19種1286個体のハナバチが確認された。
勘"か岱属3種が部7個体と圧倒的に多く，血z”gbssl”
属が5種195個体，A'姉御奴属が6種184個体であっ
た。他の5属は各1種のみで個体数も1ないし数個
体であった。最も個体数の多かった種は＆)"z6"s
6”"の/αで733個体，次いでLasmgﾉOssI"〃7W"CO/α
が198個体，Aﾉx加"αルαﾉ"汝"""〃101個体，＆7"め“
ノzy"""α100個体と続く。他の15種の個体数は少な
かった。
2．標高2知、前後の浄土沢および東一ノ越と，27㈹m
前後の浄土山とでは，ハナバチ相に差が有り，浄土
山では，種数が5種と少なく動"かfs6“"CO/ぽが全
個体数の約80％を占め圧倒的に多く，他の2種とあ
わせて勘ﾉ"伽s属が98％の個体数を占める。浄土沢
および東一ノ越では，各々11種，18種と出現種数に
差は有るが共通性が高く，各属の個体数の割合も類
似している。
3．ハナバチの活動期間は短く，標高25㈹m付近では
6月下旬から9月下旬。稜線部28“m付近では7月
中旬から9月下旬であり，ともに8月上旬から9月
根来尚
上旬のほぼ1ヶ月間が最盛期である。
4．調査期間中ハナバチの訪花をうけた植物は全体で
19科53種である。そのうち訪花種数・個体数とも最
も多いのはキク科植物で，ハナバチ類12種，全ハナ
バチ個体数の33％が得られ，ついでツツジ科7種18
％，バラ科11種16％でこの3科で全ハナバチ個体数
の70％近くになる。最も多く訪花の見られたのはタ
テヤマアザミで全ハナバチ個体数の12％が得られ，
次いでアオノツガザクラ，ミヤマアキノキリンソウ，
クロトウヒレン，チングルマの順である。
5．励加6"s属では，漏斗状花，釣鐘状花または頭状
花で，赤色，紫色もしくは白色であり，木本もしく
はより地表から高い所に咲く草本に多く訪花する。
小型A"〔加7m属・LasiO劇0ss"加属は，皿状・椀状花
で，黄色，より地表に近い所に咲く草本に多く訪花
する。中型A"【加うれ属ではツツジ科バラ科の地表か
らより高い所に咲く木本に多く訪花する。
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